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20， 732人(十16)
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240.99平方キロメートル

私え
人口

男

女

世帯数

面積ずぶム

1991年

7品
No.427 

- Since 1956-

〒795大洲市大洲690-1宮24-2111

なつかしの大洲⑥

おはなはん

とんさ土V
A
ztf 
文山樫た

ん
じ
さ

円
滑
…
治
山

を

幸

役

橋
主

高

/

v
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昭
和
四
十
一
年
の
内

N
H
K朝
の
連
続
ド
ラ
マ
「
お
は
な
は
ん
」
H

は
、
大
洲
市
内
で
口
ケ
が
行
わ
れ
、
高
視
聴
率
を
詑
録
し
ま
し
た
。

こ
の
「
お
は
な
は
ん
」
の
放
映
と
共
に
、
大
洲
市
を
訪
れ
る
観
光

客
も
激
増
し
、
翌
年
に
は
、
う
か
い
客
の
数
も
二
万
人
を
突
畷
し
ま

し
た
。駅
前
広
場
の
モ
二
ユ
メ
ン
ト
を
始
め
、
城
山
の
ミ
ユ
|
ジ
り
ク
サ

イ
レ
ン
、
お
は
な
は
ん
通
り
な
ど
、
今
で
も
、
大
洲
に
と
っ
て
は
か

け
が
え
の
な
い
存
在
と
雪
え
る
で
し
ょ
う
。

土曜日は

13日と27日です

7月の閉庁

市民の皆様のご理解と

ご協力をわ願いします。

今月号の主な内容

。日韓友好の願い……P2 

今、歴史を越えて j 

: 0ゴミの分別は・・…….p3 

しっかりと/

0見直しを行います…P5 

農業振興地域整備計画

0職員を募集…………P6 



平成3年7月1日

日
韓
友
好
の
願
い

今
、
歴
史
を
越
え
て
:
:

昨
年
三
月
、
大
洲
市
民
会
館
前
に
儒
学
者
萎
涜

の
顕
彰
碑
が
建
立
さ
れ
た
の
を
受
け
、
こ
の
ほ
ど
、

韓
国
全
羅
南
道
の
差
涜
ゆ
か
り
の
地
に
も
記
念
碑

が
完
成
。
五
月
十
日
の
除
幕
式
に
は
、
大
洲
市
か

ら
桝
田
市
長
ら
十
三
人
が
参
加
し
、
日
韓
交
流
を

深
め
ま
し
た
。

おおず広報

今
年
も
、
七
月
の
第
三
日
曜
日
に
、

川
例
年
ど
お
り
「
郷
土
美
化
運
動
」
と
し

川
て
市
内
一
斉
清
掃
を
実
施
し
ま
す
の
で

川
ご
協
力
を
わ
願
い
し
ま
す
。

ピ
川
日
時
七
月
二
十
一
日
(
日
)

h

J

…

山

午

前

七

時

か

ら

川

(

雨

天

時

は

後

日

実

施

)

叫
川
場
所
市
内
の
河
川
、
道
路
、
公
園

川

な

ど

川
作
業
内
容
草
刈
り
、
ゴ
ミ
の
収
集
除

川

去

、

下

水

溝

の

清

掃

な

ど

川
※
万
一
清
掃
作
業
中
に
事
故
が
あ
っ
た

川
場
合
に
は
、
傷
害
・
賠
償
保
険
に
よ
り

川
措
置
し
ま
す
の
で
、
必
ず
左
記
ま
で
ご

川
連
絡
く
だ
さ
い
。

川
一
連
絡
先
及
び
問
い
合
わ
せ
先
}

川
保
険
衛
生
課
衛
生
係

川

宮

⑫

2
1
1
1
内
線
2
6
4

V市民会館前の顕彰碑

萎
沈
は
、
今
か
ら
約
四
百
年
前
に
活

躍
し
た
韓
国
の
有
名
な
儒
学
者
。
一
五

九
七
年
、
豊
臣
秀
吉
の
二
度
目
の
朝
鮮

侵
略
に
従
軍
し
た
藤
堂
高
虎
に
捕
え
ら

れ
、
大
洲
へ
幽
閉
さ
れ
ま
し
た
。
十
ヵ

月
間
大
洲
で
過
し
た
後
、
京
都
・
伏
見

へ
増
せ
さ
れ
、
近
世
朱
子
学
の
祖
・
藤

原
慢
嵩
ら
と
親
交
を
結
び
、
大
き
な
影

響
を
与
え
ま
し
た
。
後
に
大
洲
で
活
躍

し
た
中
江
藤
樹
は
、
学
問
の
う
え
で
、

藤
原
憧
宮
か
ら
大
き
な
影
響
を
受
け
た

人
で
す
。

今
回
、
萎
涜
の
記
念
碑
(
睡
隠
萎
抗

先
生
渉
乱
事
跡
碑
)
が
建
立
さ
れ
た

の
は
、
韓
国
全
羅
南
道
霊
光
郡
。
捕
え

ら
れ
た
萎
抗
ら
が
船
出
し
た
港
が
あ
っ

た
場
所
と
目
さ
れ
て
い
る
所
で
す
。

記
念
碑
は
韓
国
の
萎
涜
先
生
遺
蹟
保

品車
、;緩4今
治離固
守警護 韓
♂主要 国

1 建
立
さ
れ
Tこ
記
念
石康

存
会
(
萎
大
直
会
長
)
が
中
心
に
な
っ

で
建
立
し
た
も
の
で
、
高
さ
三
・
五
日
、

幅
六
十
七
九
正
面
に
は
「
睡
隠
萎
涜
先

生
渉
乱
事
跡
碑
し
と
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。

除
幕
式
に
は
、
桝
田
市
長
を
始
め
、

市
関
係
者
や
市
議
会
議
長
、
市
観
光
協

会
長
な
ど
、
大
洲
市
か
ら
十
三
人
が
参

加
。
地
元
か
ら
は
、
萎
涜
の
子
孫
ら
約

千
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

席
上
、
桝
田
市
長
が
あ
い
さ
つ
の
中

で
、
秀
吉
の
侵
略
に
つ
い
て
謝
罪
し
、

今
後
の
日
韓
関
係
に
わ
い
て
こ
の
両
国

の
記
念
碑
が
好
影
響
を
及
ぼ
す
だ
ろ
う

こ
と
に
触
れ
る
と
、
参
加
者
か
ら
も
大

き
な
拍
手
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

国
際
交
流
は
、
日
の
差
さ
ぬ
歴
史
の

ぺ
l
ジ
に
光
を
あ
て
る
こ
と
か
ら
始
ま

る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

郷
土
美
化
運
動

市
内
一
斉
清
掃

2ー



おおず広報平成3年7月1日

の分別は寸

しっかりとノ | 

燃為3コミ・燃為怠いコミ i之，~
次のよう怠ちのがあります。

重量
燃えるゴミ
〔紙くず・布類〕

平
成
三
年
四
月
か
ら
本
格
稼
働
に
入

っ
た
「
大
洲
市
・
長
浜
町
環
境
セ
ン
タ

ー
L

で
処
理
さ
れ
る
可
燃
ゴ
ミ
の
中
に

多
く
の
燃
え
な
い
ゴ
ミ
が
混
入
さ
れ
て

い
ま
す
。

混
入
さ
れ
て
い
る
燃
え
な
い
ゴ
ミ
の

主
な
も
の
は
、
ジ
ュ
ー
ス
の
空
缶
・
ス

プ
レ
ー
缶
・
ス
プ
ー
ン
・
ガ
ラ
ス
な
ど

で
、
こ
れ
ら
不
燃
ゴ
ミ
が
混
ざ
る
と
、

作
業
上
危
険
な
ば
か
り
で
な
く
、
皆
さ

ん
の
税
金
で
建
設
さ
れ
た
焼
却
施
設
の

寿
命
を
縮
め
て
し
ま
い
ま
す
。
必
ず
分

別
し
て
ゴ
ミ
を
出
す
よ
う
に
心
が
け
て

く
だ
さ
い
。

ま
た
、
夏
に
な
る
と
、
ス
イ
カ
な
ど

の
水
分
を
多
量
に
含
ん
だ
生
ゴ
ミ
が
増

加
し
ま
す
。
こ
う
い
っ
た
生
ゴ
ミ
を
そ

の
ま
ま
出
す
と
、
焼
却
能
力
が
著
し
く

低
下
し
ま
す
の
で
、
十
分
に
水
切
り
を

紙オムツ・ちらし・布きれ、糸くずなど

F〔付〕50cm程に切って
しばって出して

ください。

〔プラスチック類〕

菓子袋-発泡スチローjレ
(家庭からでる少量のもの)

ぬいぐるみ・おもちゃ

(小型で金嵩部分のないもの)

玉子・豆腐などの食品容器、洗剤などの容器

〔生ゴミ〕

し
て
、
燃
え
や
す
い
状
態
に
し
て
か
ら

出
す
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

な
わ
、
「
大
洲
市
・
長
浜
町
環
境
セ

ン
タ
ー
し
の
使
用
料
は
次
の
と
お
り
で

す。環境センター使用料金表

事業活動に伴って生じる 普通世帯から排出される

一般廃棄物 多量の廃棄物

10キログラムにつき 10キログラムにつき

20円 1 0円

次の2種類に分け
て出してください

に主要F ビル・ジュ ス缶などの

PJf-唱 空缶・スプレ缶

一一ー 鍋・ヤ力ン・傘・ベビ 力

Fコ、 ・ストブ

?プ子供用三輪車問ど

燃えないゴミ

戸〔金物類〕

〔ビン類・その他〕一

酒ピンなどの空ピン・皿-

茶わん-板ガラス

植木ばち、コ、ソプ・鏡

ー

預いプラスチ、ソク製家庭用品

(ハンガー・雨どい・水道パ

イプ-食器収納器など)

企 4月から本格稼働に入った「大洲市・長浜町

環境センター」

(この施設は厚生年金 国民年金積立金還元融資¥

を受けて建設されています。 ノ

- 3 -

電気製品(テレビ、冷蔵庫、扇風機、洗濯機など)
自転車、農機具、バイクなどはなるべく販売屈

で下取りに出すようにしてください。



平成3年7月1日

大
洲
市
で
は
、
快
適
で
ゆ
と
り
の
あ
る
住
み
よ
い

都
市
づ
く
り
を
目
指
し
て
市
政
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

平
成
二
年
度
に
は
、
新
谷
中
学
校
の
校
舎
改
築
な

ど
、
公
共
施
設
の
整
備
充
実
を
図
り
ま
し
た
が
、
こ

れ
ら
の
事
業
は
、
郵
便
局
の
簡
易
保
険
積
立
金
や
国

民
年
金
積
立
金
の
還
元
融
資
を
受
け
て
行
わ
れ
ま
し

た
。
こ
れ
ら
の
融
資
を
受
け
た
事
業
は
下
表
の
と
お

り
で
す
。

おおず広報

抗ヤ考昆竿
ち域

事 業 名 総事業費 資金融資額 事 業 名 総事業費 資金融資額

辺地対策事業 万円 万円 万円 万円

筒 (集会所4件、道路改良舗装9本) 12，765 10，580 
筒 住宅新築資金貸付事業 1，956 1，460 

易
易

生 三善小学校屋内運動場
生
住宅改修資金貸付事業

メι 150 110 

メロ主ロ 新増改築事業
12，562 4，060 PP 

保
f呆

f会 新谷中学校
険 宅地取得資金貸付事業 1，000 750 

校舎改築事業
39，555 14，000 

国 医療機械器具整備事業 3，942 3，940 

簡易保険・国民年金還元融資
民

年

対象事業一覧表(平成2年度) 金
保子野簡易水道事業 2，839 1，390 

A 改築された新谷中学校

げ

七

月

一

日

現

在

で

、

平

成

三

年

事

業

一

、

所

統

計

調

査

、

商

業

統

計

調

査

が

全

国

…

い

っ

せ

い

に

行

わ

れ

ま

す

。

一

一

ご

の

二

つ

の

調

査

は

、

統

計

法

に

基

一

、

づ

い

て

実

施

さ

れ

る

国

の

重

要

な

調

査

却

で

す

。

調

査

の

対

象

と

な

る

の

は

、

農

制

林

漁

家

を

除

く

全

て

の

事

業

所

で

す

。

断

六

月

下

旬

、

調

査

員

が

調

査

票

の

記

品

入

を

お

願

い

に

、

各

事

業

所

、

商

庖

を

一

…

訪

問

い

た

し

ま

す

の

で

、

ご

協

力

く

だ

W

さ
い
。
疑
問
点
や
不
明
な
点
が
み
り
ま

持

し

た

ら

、

お

気

軽

に

お

尋

ね

く

だ

さ

い

。

時

記

入

後

は

、

調

査

員

が

回

収

に

ま

い

り

'

い

ま

す

。

詳

し

く

は

企

画

情

報

課

ま

で

o

w

E

⑫
2
1
1
1
内
3
4
2

ぬ
し
な
い

=

j

r

↑

二

i

‘

fhr・
-

険

も

省

一

日

了

勺

舟

w-

一

…

…

さ

せ

な

い

制

Z一
考

一

一

…

不

正

改

造

グ

唱

与

条

γ

一

…

人

よ

り

目

立

ち

た

い

か

ら

、

荷

物

を

写

力

諸

国

陸

↑

…

ー

…

た

く

さ

ん

積

み

た

い

か

ら

な

ど

の

理

由

一

Z
豆
2
1
2

m
で

、

自

動

車

を

不

正

改

造

し

て

い

ま

せ

量

-

と

付

ん

か

。

ま

た

、

知

ら

な

い

フ

ち

に

不

正

二

ザ

見

付

改

造

を

し

て

い

ま

せ

ん

か

。

点

一

一

j
/げ

…
一
自
動
車
に
つ
い
て
は
、
定
め
勺
れ
た

一
一
…
保
安
基
準
に
適
合
し
て
い
な
け
れ
は
、

州
連
行
す
る
こ
と
も
改
造
す
る
こ
と
も
許

附
さ
れ
ま
せ
ん
。
ま
た
、
不
正
改
造
を
行

…
一
…
フ
と
、
自
動
車
の
安
全
性
が
損
わ
れ
、

制
排
出
ガ
ス
・
騒
音
な
ど
の
公
害
を
発
生

…
ふ
さ
せ
、
社
会
に
迷
惑
を
か
け
る
こ
と
に

対
な
り
ま
す
。

…
不
正
改
造
防
止
に
対
す
る
こ
理
解
と

げ
い
こ
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

統計調査に

ご協力を

事業所統計
調査

商業統計

- 4 

!@ 

乗せまじよう

ゆとりという名の

同乗者

7月16日-7月25日

夏の交通安全運動



市
で
は
、
今
年
、
「
農
業
振
興
地
域
整

O
平
成
三
年
度
か
ら
五
年
度
に
農
用
地
~

備
計
画
」
の
見
直
し
を
実
施
し
ま
す
。
区
域
内
で
転
用
計
画
の
あ
る
人
は
、
本
一

こ
の
計
画
は
、
大
洲
市
の
墨
未
の
土
地
年
八
月
末
ま
で
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
一

利
用
計
画
で
、
こ
れ
に
基
づ
き
な
が
ら
(
た
だ
し
、
整
備
さ
れ
た
農
用
地
、
国
~

多

岐

に

わ

た

る

豊

宋

投

資

が

行

わ

れ

ま

営

団

地

な

ど

を

除

く

)

(

す

。

受

付

一

農

林

振

興

課

~

運

動

公

園

水

泳

プ

l

ル

が

、

七

月

一

足
腰
の
強
い
農
業
を
目
指
す
た
め
、
宮
(
ω
2
1
1
1
内
3
1
9
~
日
(
月
)
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。

今

年

、

種

々

の

調

査

を

実

施

し

、

今

後

一

幼

児

プ

l
ル
や
印
メ
ー
ト
ル
0

ア
ー
ル
、

の
農
業
を
取
り
巻
く
社
会
情
勢
に
対
応

O
平
成
四
年
度
及
び
五
年
度
に
農
業
者
~
更
に
流
水
プ
!
ル
や
ス
ラ
イ
ダ
ー
プ
ー

で
き
る
「
農
業
振
興
地
域
整
備
計
画
」
年
金
を
受
け
る
予
定
の
あ
る
日
歳
以
上
~
ル
と
、
さ
ま
ざ
ま
な
プ
i
ル
が
完
備
さ

を
策
定
し
ま
す
の
で
、
皆
様
の
ご
協
力
の
人
は
、
本
年
八
月
末
ま
で
に
ご
相
談
一
れ
、
子
供
も
大
人
も
楽
し
く
利
用
で
き

を

お

願

い

い

た

し

ま

す

。

く

だ

さ

い

。

~

ま

す

。

な
わ
、
計
画
策
定
に
際
し
て
、
農
用
受
付
一
農
業
委
員
会
一
期
間
中
は
毎
日
営
業
し
て
い
ま
す
の

地
区
域
内
の
転
用
の
一
時
的
な
制
限
が
宮
⑫
2
1
1
1
内
3
1
4
一
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

行

わ

れ

る

た

め

、

次

の

条

件

に

該

当

す

一

オ

ー

プ

ン

時

間

る
人
は
、
必
ず
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

~
7
月
1
日
か
ら
8
月
白
日
ま
で
の
間

健

資

o

談

の

い

一

が

な

す

相

力

金

)

つ

~

者

要

で

ご

者

能

資

と

に

~

労

必

度

に

労

済

の

こ

細

~

勤

に

制

軽

勤

返

入

る

詳

~

、

設

る

気

る

で

購

あ

、

~

は

建

す

お

す

満

地

で

ど

~

」

の

資

、

と

未

宅

下

な

o

~

度

宅

融

で

う

円

・

以

て

い

~

制

住

で

の

よ

万

人

ぱ

%

い

さ

~

資

の

し

す

し

人

児

購

∞

6

つ

だ

~

融

め

携

ま

住

る

伐

宅

的

ι

に

く

幻

~

金

た

提

い

居

あ

が

住

民

年

人

せ

庖

日

~

資

む

が

て

は

の

得

売

号

、

証

ム

口

支

4

~

宅

営

と

し

く

族

所

建

に

内

保

い

洲

十

住

を

庫

施

A

マ

し

家

、

・

汀

以

や

聞

大

蛇

~

者

活

金

実

件

も

)

し

築

ド

h

a

マ

円

法

わ

庫

定

~

労

生

働

で

条

住

定

納

改

加

率

万

方

で

金

口

~

勤

な

労

領

・

居

予

完

増

円

以

利

∞

a
マ

内

還

ま

働

田

~

市

的

と

要

。

象

に

(

を

人

・

宅

・

5

間

以

償

記

労

市

~

洲

化

市

の

い

対

内

居

税

る

築

住

額

人

期

年

、

下

県

洲

~

大

文

、

下

さ

資

市

岡

市

あ

新

(

資

1

還

加

わ

は

媛

大

~

「

で

を

以

だ

融

・

・

・

-

融

・

償

・

な

で

愛

(

~

康

金

く

A

'

A

'

A

マ

※

・

~

おおず

見直しを行います
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広報平成3年7月1日

最

ブ
ー
ル
オ
i
ブ
、
/

9
時
却
分
か
ら
汀
時
ま
で
で
す
。

使
用
料
左
表
の
と
お
り

※
な
わ
、
詳
し
く
は
、
市
教
育
委
員
会

社
会
教
育
体
育
課
ま
で

宮
⑪
2
1
1
1
内
線
3
8
9

5 

使用
種 思リ 使 用 料区分

大 人 1人 1回 360円

高・中学生 1人 l回 260円
f固 普通券

小学生 1人 1回 210円

幼(4歳以上児) 1人 l回 100円

大 人 11枚綴 3，600円

割引券
高・中学生 11枚綴 2，600円

人
小学生 11枚綴 2，100円

幼(4歳以上児) 11枚綴 1，000円

団
30人以上 普通料金の 1割引

50人以上 普通料金の 2割引

f本
100人以上 普通料金の 3割引

水泳プール使用料



平成3年7月1日

郵
政
省
で
は
、
現
在
「
簡
易
保
険
・

郵
便
年
金
資
金
写
真
コ
ン
ク
ー
ル
し
を

開
催
し
、
作
品
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

小
学
生
の
部
・
中
学
生
の
部
・
一
般
の

部
の
各
部
門
に
、
盛
り
だ
く
さ
ん
の
賞

を
用
意
し
て
い
ま
す
。

次
の
要
領
で
実
施
し
て
い
ま
す
の
で
、

ふ
る
っ
て
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

一
作
品
の
テ

l
マ}

簡
保
年
金
資
金
で
つ
く
ら
れ
た
施
設

及
び
簡
保
年
金
加
入
者
福
祉
施
設
を
題

材
と
し
た
作
品

職
員
を
募
集
グ

{
大
洲
市
役
所
】

大
洲
市
役
所
の
平
成
三
年
度
職
員
募

集
を
次
の
よ
う
に
実
施
す
る
予
定
で
す
。

採
用
予
定
職
種

。
事
務
職
員

。
技
術
職
員

。
保
母

O
幼
稚
園
教
諭

O
調
理
員

若
干
名

若
干
名

若
干
名

若
干
名

若
干
名

詳
し
く
は
、
公
告
日
(
七
月
上
旬
の

写
真
コ
、
/
つ
l
ル

作
品
募
集
中

おおず広報

市

役

所

市
立
大
洲
病
院

消
凋
陪
附
古
苧
詰
切
組
岨
ム
ロ

予
定
)
か
ら
配
付
さ
れ
る
「
大
洲
市
職

員
採
用
試
験
案
内
」
を
ご
覧
い
た
だ
く

か
、
市
長
公
室
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

告

(
ω
2
1
1
1
内
線
2
2
1

{
市
立
大
洲
病
院
】

採
用
予
定
職
種

。
医
療
事
務
職
員

。
看
護
婦

一
名

十
五
名
程
度

詳
し
く
は
、
公
告
日
(
七
月
上
旬
の

予
定
)
か
ら
配
付
さ
れ
る
「
大
洲
市
職

{
作
品
の
サ
イ
ズ
}

O
小
学
生
・
中
学
生
の
部
一
キ
ャ
ビ
ネ

判
以
下
の
カ
ラ
l
・
白
黒
写
真

O

一
般
の
部
一
四
ツ
切
判
又
は
キ
ャ
ビ

ネ
判
の
カ
ラ

1
・
白
黒
写
真

一
応
募
上
の
注
意
}

O
未
発
表
の
作
品
で
あ
る
こ
と

O
応
募
作
品
に
は
必
ず
応
募
票
を
貼
付

す
る
こ
と

O
内
容
に
つ
い
て
は
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー

の
侵
害
に
な
ら
な
い
も
の
で
あ
る
こ

と一
応
募
締
切
}
七
月
三
十
一
日

一
申
込
及
び
問
い
合
せ
先
}

大
洲
郵
便
局
保
険
課

宮
⑫
2
3
2
1

員
(
医
療
事
務
職
員
・
看
護
婦
)
採
用

試
験
案
内
」
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
市

立
大
洲
病
院
事
務
局
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

告

(
ω
2
1
5
1

望?
【
消
防
事
務
組
合
】

大
洲
地
区
広
域
消
防
事
務
組
合
の
消

防
吏
員
を
募
集
の
予
定
で
す
。

採
用
予
定
人
員

名

詳
し
く
は
、
公
告
日
(
七
月
上
旬
の

予
定
)
か
ら
配
付
さ
れ
る
「
大
洲
地
区

広
域
消
防
事
務
組
合
消
防
吏
員
採
用
試

験
案
内
」
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
消
防

事
務
組
合
総
務
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

E
@
2
6
6
5
 

花
が
咲
く
、
縁
が
繁
る
と
言
う
こ
と

は
、
単
に
花
が
き
れ
い
、
木
影
が
涼
し

い
と
い
う
だ
け
で
な
く
、
な
ぜ
か
人
の

心
を
豊
か
に
す
る
不
思
議
な
カ
を
持
っ

て
い
ま
す
。

花
い
っ
ぱ
い
運
動
は
、
そ
ん
な
花
や

木
を
育
て
て
自
分
た
ち
の
住
む
地
域
を

美
し
く
し
な
が
ら
、
「
思
い
や
り
の
心
」

を
育
て
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

今
年
も
こ
の
運
動
の
一
環
と
し
て
、
「
花

い
っ
ぱ
い
コ
ン
ク
ー
ル
L

を
開
催
し
ま

す
。
次
の
要
領
で
行
い
ま
す
の
で
、
ふ

る
っ
て
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

Q手

{
応
募
資
格
}

先
生
と
生
徒
が
、
又
は
働
く
人
た
ち

ゃ
同
じ
地
域
の
人
た
ち
が
、
そ
れ
ぞ
れ

免
税
点
が

愛
わ
り
ま
し
た

ー
特
別
地
方
消
費
税

I

A
7
回
の
地
方
税
法
の
改
正
で
、
平
成

三
年
七
月
一
日
か
ら
、
特
別
地
方
消
費

税
の
免
税
点
が
次
の
と
お
り
に
な
り
ま

し
た
。
(
特
別
地
方
税
と
は
、
平
成
元
年

四
月
一
日
か
ら
料
理
飲
食
等
消
費
税
が

税
目
変
更
と
な
っ
た
も
の
で
す
。
)

{
新
し
い
免
税
点
}

飲
食
等
七
千
五
百
円
(
旧
五
千
円
)

宿
泊
等
一
万
五
千
円
(
旧
一
万
円
)

※
そ
の
他
詳
し
く
は
、
八
幡
浜
地
方
局

課
税
課
(
宮

0
8
9
4
⑫
4
1
1
1
内

線

2
3
7
)
ま
で
。

6 

協
力
し
、
花
守
つ
く
り
ゃ
緑
の
育
成
を
通

じ
て
、
学
校
・
街
・
職
場
・
道
路
・
公

園
・
地
域
な
ど
を
美
し
く
し
、
「
ふ
れ

あ
い
」
と
「
思
い
や
り
」
の
あ
る
地
域

づ
く
り
、
人
ゃ
つ
く
り
を
目
指
し
て
い
る

グ
ル
ー
プ
(
専
門
業
者
へ
委
託
し
て
い

る
も
の
な
ど
は
対
象
外
)
。

{
応
募
方
法
}

花
a

つ
く
り
ゃ
環
境
整
備
の
状
況
を
参

加
申
込
書
(
コ
ピ
ー
も
可
)
に
記
入
し
、

写
真
・
参
考
資
料
(
ビ
デ
オ
テ
ー
プ
・

ス
ラ
イ
ド
な
ど
は
不
可
)
を
添
付
し
て

く
だ
さ
い
。

{
締
切
り
一
八
月
十
日

一
参
加
申
込
書
の
請
求
及
び
提
出
先
}

市
役
所
企
画
情
報
課

宮

(
ω
2
1
1
1
内
線
3
4
1



おおず広報

Ha象
ぬ
草
花
展
μ

く〉博物館だよりく〉

南
予
は
自
然
の
草
木
の
多
い
地
方
と
い
わ
れ
ま
す
。
こ

の
大
洲
で
は
、
そ
の
研
究
者
を
多
く
輩
出
し
て
い
ま
す
。

今
回
は
、
当
地
を
含
め
た
野
草
の
標
本
や
写
真
で
、

そ
の
姿
を
紹
介
し
、
自
然
環
境
の
移
り
変
わ
り
な
ど
を

知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
の
展
示
に
し
て
い
ま
す
。
ま
た

期
間
後
半
は
夏
休
み
に
あ
た
り
ま
す
。
親
子
で
の
観
察

晶
・
採
集
の
参
考
に
役
立
て
て
い
た
だ
け
る
内
容
で
す
の

で
、
気
軽
に
ご
来
館
く
だ
さ
い
。

展
示
期
間
一
平
成
三
年
七
月
五
日

1
八
月
十
四
日

場
所
一
大
洲
市
立
博
物
館
第
一
展
示
室

休
館
日
一
月
曜
日
・
祭
日
及
び
第
二
・
第
四
土
曜
日

ま
ご
こ
ろ
の
お
く
り
も
の

五
月
三
十
一
日
分
ま
で

(
敬
称
略
)

(
指
定
配
分
)

金
一
封
(
久
米
地
区
社
協
へ
)

阿

蔵

高

石

哲

雄

金
一
封
(
柳
沢
地
区
社
協
へ
)

柳

沢

松

岡

久

美

雄

金
一
封
(
寄
付
金
を
大
洲
育
成
園
と

大
洲
学
園
へ
)
若
宮
古
岡
友
睦

(
物
品
の
口
座
)

手
作
り
紙
な
べ
し
き
八
十
三
個

(
新
谷
保
育
所
・
小
学
校
・
中
学
校
・

市
内
保
育
所
へ
)
新
谷
嶋
津
一
男

(
故
)
嶋
津
ア
サ
コ

タ
オ
ル
類
七
十
六
点
ほ
か
便
器
一
台

三

の

丸

森

初

子

あ
た
た
か
い
善
意
を
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
感
謝
を
こ
め
て
掲
載
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

大
洲
市
社
会
福
祉
協
議
会

平成3年7月1日

正じく便つで

楽じい花火

砂取Cj扱い!こId

十分気き付けで4

向

日

本

人

の

祖

先

向
私
た
ち
の
住
む
日
本
列
島
が
、
ほ
ぼ

吋
い
ま
の
よ
う
な
形
に
な
っ
た
の
は
、
ぉ

日
よ
そ
一
万
年
前
の
こ
と
だ
と
い
わ
れ
て

中
い
ま
す
。
そ
の
こ
ろ
、
日
本
人
の
祖
先

ヂ
と
思
わ
れ
る
人
び
と
が
、
ア
ジ
ア
大
陸

昨
や
、
南
方
の
国
々
か
ら
渡
っ
て
き
て
こ

や
の
日
本
列
島
に
住
み
つ
き
、
互
い
に
ま

市
じ
り
合
っ
て
日
本
人
の
祖
先
が
で
き
ま

問
し
た
。
ま
た
、
そ
の
あ
と
か
ら
や
っ
て

向
き
た
人
び
と
の
血
も
ま
じ
っ
て
、
現
代

~
の
よ
う
な
日
本
人
に
な
っ
た
と
い
わ
れ

向
て
い
ま
す
。

日

差

別

の

お

こ

り

平
成
三
年
度
の
生
涯
学
習
講
座
と
し
一
そ
の
こ
ろ
日
本
列
島
に
住
み
つ
い
た

て
、
次
の
二
講
座
を
設
け
ま
し
た
の
で
千
人
た
ち
は
、
米
を
作
る
こ
と
を
知
ら
な

参

加

し

て

く

だ

さ

い

。

や

か

っ

た

の

で

、

自

然

の

植

物

や

け

も

の

付

古

文

書

解

読

講

座

引

を

と

っ

た

り

、

貝

や

魚

類

を

と

っ

て

生

七
月
か
ら
十
一
月
ま
で
、
各
月
第
出
活
し
て
い
ま
し
た
。
自
然
の
力
に
左
右

三
水
曜
日
の
午
前
中
に
開
講
。
テ
キ
巧
さ
れ
や
す
く
不
安
定
な
生
活
で
し
た
が
、

ス

ト

は

無

料

。

市

道

具

も

み

ん

な

で

作

っ

て

使

い

、

と

れ

同

読

書

会

講

座

向

た

も

の

は

な

か

よ

く

分

け

あ

っ

て

、

貧

七
月
か
ら
十
一
月
ま
で
、
各
月
第
日
富
の
差
も
身
分
の
差
別
も
あ
り
ま
せ
ん

二
水
曜
日
の
午
前
中
に
開
講
。
テ
キ
日
で
し
た
。
も
ち
ろ
ん
、
仕
事
に
も
、
H

と

ス
ト
は
図
書
館
で
わ
世
話
し
ま
す
が
、
日
う
と
い
山
と
か
H

い
や
し
い
u

と
か
い

有

料

で

す

。

明

う

差

別

は

あ

り

ま

せ

ん

で

し

た

。

※
什
、
け
の
両
講
座
と
も
に
や
紀
元
前
三
世
紀
ご
ろ
、
大
陸
か
ら
、

会
費
一
二

O
O円
(
通
信
費
)
市
水
田
に
稲
を
作
る
方
法
と
、
そ
の
た
め

申
込
方
法
一
電
話
で
図
書
館
ま
で
市
の
道
具
が
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
し

宮

(
ω
4
4
1
9

吋
て
水
田
耕
作
が
進
む
と
、
生
産
物
が
ふ

会
員
を
募
集

ー
市
立
図
書
館
l

No.152 

H

人
権
と
歴
史
H

(2) 

「
人
権
と
同
和
教
育
」

え
て
き
ま
し
た
。
そ
う
す
る
と
、
共
同

の
仕
事
を
さ
し
ず
し
た
り
、
財
産
を
管

理
す
る
人
が
必
要
に
な
っ
で
き
ま
す
。

人
び
と
は
、
太
閣
や
嵐
、
山
や
大
木
な

ど
の
自
然
物
を
神
と
し
で
わ
そ
れ
う
や

ま
い
、
そ
の
恵
み
を
祈
っ
て
生
活
し
て

い
ま
し
た
の
で
、
神
を
祭
り
そ
の
心
を

う
ら
な
う
者
は
、
村
の
仕
事
を
さ
し
ず

し
た
り
、
共
同
の
財
産
を
管
理
し
た
り

す
る
力
が
大
き
か
っ
た
の
で
す
。
そ
こ

で
、
そ
う
い
う
者
の
あ
い
だ
か
ら
、
そ

の
地
位
を
利
用
し
て
自
分
の
財
産
を
ふ

や
し
、
支
配
者
と
な
る
も
の
が
出
て
き

た
の
だ
ろ
う
と
思
わ
れ
ま
す
。
ま
た
、

支
配
す
る
も
の
は
、
支
配
を
つ
守
つ
け
る

た
め
に
、
人
間
の
中
に
身
分
の
差
別
を

つ
く
り
だ
し
ま
し
た
。

で
人
中
国
の
歴
史
書
『
貌
志
』
の
「
倭
人

伝
」
に
、
三
世
紀
の
日
中
心
は
、
も
う

身
分
間
4
4

罰
則
が
あ
り
、
奴
牌
と
よ
ば
れ

る
奴
隷
が
あ
っ
た
こ
と
が
書
か
れ
て
い

ま
す
。邪
馬
台
国
の
卑
弥
呼
は
、
そ
れ
ぞ
れ

の
国
の
大
人
(
身
分
の
高
い
人
)
の
中

か
ら
政
治
を
す
る
役
人
を
え
ら
び
、
自

分
は
さ
ら
に
そ
の
上
の
大
王
と
し
て
命

令
し
よ
う
と
し
ま
し
た
。

こ
う
し
て
王
・
大
人
・
下
戸
・
奴
牌

と
い
う
身
分
を
つ
く
り
、
自
分
の
治
め

る
国
の
し
く
み
を
守
ろ
う
と
し
ま
し
た
。

こ
の
項
続
く

7 



古
井
館
」
に
つ
い
た
。

熊
本
市
内
か
ら
タ
ク
シ
ー
で
四
十
分

の
距
離
に
あ
る
。
明
治
二
十
九
年
四
月

松
山
中
学
校
か
ら
、
熊
本
第
五
高
等
学

『
山
路
を
登
り
な
が
ら
、
こ
う
考
試
事
が
な
い
。
』
で
有
名
な
新
し
く
建
て
校
教
授
と
な
っ
た
撤
石
が
、
明
治
三
一
十

た
。
智
に
働
け
ば
角
が
立
つ
、
情
に
榊
替
え
ら
れ
て
い
る
「
峠
の
茶
屋
」
で
一
年
、
同
僚
二
人
と
大
晦
日
か
ら
正
月
に

治
せ
ば
流
さ
れ
る
。
意
地
を
通
せ
ば
窮
服
し
て
か
ら
、
親
切
な
運
転
手
さ
ん
の
か
け
て
滞
在
し
た
「
小
天
温
泉
前
田
館
」

屈
だ
。
と
か
く
に
人
の
世
は
住
み
に
く
案
内
で
、
宮
本
武
蔵
が
参
禅
し
て
、
兵
は
こ
こ
か
ら
約
百
計
離
れ
た
と
こ
ろ
に

い
。
』
敢
石
の
「
草
枕
」
冒
頭
の
有
名
法
「
五
輪
書
」
を
著
し
た
霊
厳
洞
の
洞
「
激
石
館
」
と
し
て
保
存
さ
れ
、
将
来

な

文

章

で

あ

る

。

窟

を

窺

っ

た

。

完

全

復

元

の

準

備

が

進

め

ら

れ

て

い

る

。

か
ね
て
か
ら
、
小
説
に
で
て
く
る
山
路
を
歩
き
な
が
ら
運
転
手
さ
ん
が
、
「
前
田
館
」
は
、
土
地
の
名
望
家
前

「
峠
の
茶
屋
L

を
越
え
で
、
那
古
井
温
泉
自
分
の
兄
が
、
山
頭
火
の
孫
娘
を
妻
に
田
案
山
子
翁
の
別
邸
で
、
翁
は
、
普
通

に
一
泊
し
て
み
た
い
と
思
っ
て
い
た
。
も
ら
っ
て
い
る
と
の
話
に
驚
か
さ
れ
た
。
選
挙
第
一
回
の
国
会
議
員
。
妖
艶
奔
放

た
ま
た
ま
機
会
が
あ
っ
て
、
平
成
二
年
妻
子
を
熊
本
に
残
し
て
漂
泊
の
旅
を
重
な
「
那
美
し
の
モ
デ
ル
と
な
っ
た
の
は

の
冬
、
熊
本
に
立
ち
寄
っ
た
際
、
瀬
石
ね
た
山
頭
火
の
苦
悩
と
無
情
が
身
に
つ
前
田
卓
子
、
そ
の
妹
槌
子
は
、
中
国
革

記
念
館
を
訪
れ
、
そ
こ
か
ら
タ
ク
シ
ー
ま
さ
れ
て
感
じ
ら
れ
た
。
次
い
で
ペ
ル
命
の
陰
の
大
立
者
・
宮
崎
泊
天
の
妻
で

を

走

ら

せ

た

。

ー

の

藤

森

大

統

領

の

郷

里

、

み

か

ん

の

あ

り

、

柳

原

白

蓮

夫

人

の

夫

宮

崎

竜

介

『
「
お
、
い
し
と
声
を
か
け
た
が
返
町
・
河
内
を
過
ぎ
て
、
小
天
温
泉
「
那
の
母
で
あ
る
。

防
伊
ゆ
。
砂
0
0
ψ
ゆ
ψ
ゆ
伊
の
ψ
ゆ
ゅ
の
0
0
ψ
o
o
e
ゅ
の
伊
砂
伊
の
伊
砂
伊
ゆ
0
0
ψ
ゅ
。
ゅ
ψ
ゆ
0
9
ψ
ゆ
@
ゆ
ψ
。
。
。
ψ
。
ψ
。
ψ
0
0
秒
。
。
伊
の
伊
の
伊
ゆ
伊
ゆ
0
0
0
0
@
0
0
ゅ
。
ゅ
ψ
。
。
ゅ
0
0
0
ゅ
。
ゅ
ψ
ゆ
伊
ゆ
ψ
。
。
。
ψ
の
伊
の
ψ
。
ψ
0
0
0
ψ

V
生
ま
れ
は
高
知
県
幡
多
郡
大
月
町
と
で
に
は
し
ば
ら
く
か
か
り
ま
し
た
。

い
う
と
こ
ろ
で
す
。
海
に
面
し
た
漁
業

V
大
月
に
は
規
模
の
大
き
な
祭
り
は
あ

の
町
で
、
足
摺
岬
ま
で
車
で
三
十
分
く
り
ま
せ
ん
が
、
運
動
会
に
し
ろ
盆
踊
り

ら

い

の

所

に

あ

り

ま

す

。

に

し

ろ

、

何

を

や

っ

て

も

大

変

に

ぎ

や

V
大
洲
へ
来
て
の
第
一
印
象
は
月
寒
い
か
な
ん
で
す
。
こ
ち
ら
は
、
対
照
的
に

と
こ
ろ
だ
な
あ
九
大
月
町
は
、
例
年
何
を
や
っ
て
も
お
と
な
し
い
感
じ
で
す

五
月
か
ら
十
月
に
か
け
て
海
水
港
が
楽
ね
。
特
に
結
婚
式
な
ど
は
、
こ
ち
ら
で

し
め
る
位
温
暖
な
所
で
す
か
ら
、
な
お
は
一
時
間
位
あ
い
さ
つ
を
聞
い
て
か
ら

さ
ら
そ
う
感
じ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
開
宴
す
る
で
し
ょ
う
。
あ
ち
ら
は
、
も

V
主
人
と
は
宇
和
島
の
美
容
学
校
で
知
う
最
初
か
ら
お
酒
が
入
っ
て
宴
た
け
な

り
合
い
ま
し
た
。
大
洲
に
や
っ
て
来
た
わ
、
間
に
あ
い
さ
つ
が
入
る
っ
て
い
う

の
は
結
婚
と
同
時
で
し
た
か
ら
、
も
う
感
じ
で
す
。

十
年
も
前
の
こ
と
に
な
り
ま
す
。

V
息
子
た
ち
(
圭
吾
く
ん
H
H
六
歳

l
、

V
あ
ち
ら
は
何
で
も
思
っ
た
こ
と
を
ス
大
貴
ち
ゃ
ん
H
H
四
ヵ
月
H
H
)

に
は
、
人

パ
ッ
と
言
い
切
る
傾
向
が
あ
っ
て
、
こ
の
傷
み
の
わ
か
る
優
し
い
人
に
育
っ
て

ち
ら
の
柔
ら
か
い
言
い
方
に
慣
れ
る
ま
欲
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

平成3年7月1日

「
草
枕
」

NO.116 

押田晴子さん

(阿蔵・30歳)

おおず広報

〆不溶電波dを

追放しよう

皆さんは不法電波に悩まされたこ

とがありませんか?電波利用が増大

する中で¥依然として、ハイパワー

市民ラジオなどによる電波障害が後

を絶たず、特に最近は、消防・救急

無線、警察無線などに妨害を与える

ケースが増加しています。

不法無線局による混信妨害から放

送受信者や電波利用者を保護し、良

好な電波利用環境を整備するため、

ご理解とご協力をお願いします。

新
刊
図
書
案
内

鶴
見
俊
輔
集
8
私
の
地
平
線
の
上
に

幸
せ
を
呼
ぶ
守
護
霊
宜
保
愛
子
著

波

乱

を

生

き

る

是

川

銀

蔵

著

功

名

を

欲

せ

ず

渡

部

修

著

桜

前

線

を

旅

す

る

安

藤

亨

著

京
の
四
季
花
ご
よ
み
水
野
克
比
古
著

内
発
的
発
展
の
道
守
友
裕
一
一
者

ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
が
米
国
に
亡
命
す
る

日

大

蔵

雄

之

助

著

主

権

者

は

君

だ

森

英

樹

著

ユ
l
ロ
ク
エ
イ
ク
D
・パ

l
ス
タ
イ
ン
著

八
億
の
農
民
は
い
ま
阪
本
楠
彦
著

子
ど
も
た
ち
の
秘
密
基
地安
藤
正
紀
著

世
界
の
一
流
品
を
選
ぶ
講
談
社
編

自
然
流
せ
っ
け
ん
読
本
森
田
光
徳
著

美

菩

礼

讃

講

談

社

編

ベ
ラ
ン
ダ
で
つ
く
る
お
い
し
い
果
物

ー
市
立
図
書
館

1

岩
松
清
四
郎
著

高
田
良
信
文

引品種
法
隆
寺
国
宝
散
歩

日
本
の
や
き
も
の

ー
越
前
・
丹
波
・
備
前

l

水
野
九
右
衛
門
・
他
著

ち
ひ
ろ
の
世
界
松
本
猛
・
他
著

押
し
く
ら
ま
ん
じ
ゅ
う
花
い
ち
も
ん

め

原

田

碩

三

著

英
語
発
音
に
強
く
な
る
竹
林
滋
著

幕

末

剣

客

伝

津

本

陽

著

小
説
家
の
メ
ニ
ュ
ー
開
高
健
著

日
本
の
原
爆
記
録
全
加
巻

(
天
よ
り
の
大
い
な
る
声
・
長
崎
の

鐘
・
原
爆
に
生
き
て
・
花
の
命
は
短

か
く
で
・
星
は
見
て
い
る
・
ヒ
ロ
シ

マ
日
記
・
千
羽
鶴
・
原
爆
の
実
相
・

炎
と
影
・
被
爆
韓
国
人
・
原
爆
歌
集

・

他

)

図

書

館

=四国電気通信監理局=
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おおず広報

徳森公園一部仮オーブン

平成3年7月1日

徳
森
に
建
設
さ
れ
て
い
る
徳
森
公
園
の
う
ち
、

ま
し
た
。

完
成
し
た
の
は
次
の
四
施
設
で
す
。

O
多
目
的
グ
ラ
ウ
ン
ド
(
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
二
面
)

O
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
(
全
天
候
型
コ

l
ト
二
面
)

O
ゲ

l
ト
ボ
l
ル
広
場

。
子
供
広
場
(
使
用
申
し
込
み
は
不
要
。
自
由
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
)

今
後
、
管
理
セ
ン
タ
ー
、
夜
間
照
明
、
周
辺
道
路
の
整
備
を
行
い
、
来

年
四
月
に
正
式
オ
ー
プ
ン
の
予
定
で
す
。

多
目
的
グ
ラ
ウ
ン
ド
、
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
、
ゲ

l
ト
ボ

i
ル
場
の
使

用
申
し
込
み
は
、
正
式
オ
ー
プ
ン
ま
で
、
肱
北
公
民
館
徳
森
分
館

(
徳
森
児
童
セ
ン
タ
ー
内
宮
⑫
4
7
3
5
)
で
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

市
民
誰
も
が
く
つ
ろ
げ
る
美
し
い
公
園
に
な
る
よ
う
、
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。
な
お
、
詳
し
く
は
市
教
育
委
員
会
(
宮
⑪
2
1
1
1
内

3
8
9
)
ま
で
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

一
部
施
設
が
完
成
し

臨
....6.1うちり聞き

ん
か
新
就
職
者
激
励
大
会

5月18日市役所2F大ホールに、今年4月

市内へ就職した若者約 120人が集合。先輩た

ちからの激励を受けました。

六
月
一
日
、
今
年
三
十
五
年
目
を
迎
え

た
う
か
い
が
始
ま
り
、
多
く
の
観
客
で

に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。
当
日
は
、
午
後
六
時

か
ら
、
う
か
い
乗
船
場
で
期
間
中
の
無
事

故
と
盛
況
を
祈
願
す
る
神
事
が
行
わ
れ
た

後
、
臥
龍
太
鼓
の
音
に
送
ら
れ
な
が
ら
、

四
十
隻
の
遊
覧
船
が
次
々
に
出
船
。
約
四

百
三
十
人
に
及
ぶ
観
客
が
、
ウ
匠
の
妙
技

に
酔
い
ま
し
た
。

ま
た
、
こ
の
日
は
新
人
ウ
匠
の
谷
岡
三

郎
さ
ん
(
日
歳

)
1柏
木
在
住
H
H
が
デ
ビ

ュ
ー
。
初
々
し
い
ウ
匠
姿
に
盛
ん
な
拍
手

が
送
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

夜
の
川
面
に
水
郷
情
緒
を
映
し
出
す
う

か
い
は
、
九
月
二
十
日
ま
で
行
わ
れ
ま
す
。

う
か
い
に
つ
い
て
の
わ
問
い
合
わ
せ
は
、

大
洲
市
観
光
協
会
(
宮
⑫
2
6
6
4
)
ま
で
。
ト

5月末までの

大洲市内の交通事故

5月末現在 昨年同期

イ牛 数 9 3 9 3 

負傷者 125 127 

死 者 1 。



保
健

偽l;

平成3年7月1日

乳

幼

児

健
康
診
断

実

施

日

該

当

者

7
月
2
日
(
火
)
平
成
3
年
2
月
生
※

7
月
9
日
(
火
)
平
成
2
年
日
月
生
※

7
月
日
日
(
木
)
平
成
元
年
ロ
月
生

7
月
日
日
(
火
)
平
成
2
年
8
月
生
※

7
月
お
日
(
火
)
昭
和
臼
年
6
月
生

※
は
肱
南
・
肱
北
地
区
の
み

受
付
時
間
日
時

i
u
時
叩
分

実
施
場
所
大
洲
市
保
健
セ
ン
タ
ー

持
参
晶
母
子
健
康
手
帳

7
月
9
日
は
、
育
児
相
談
だ
け
で
す
。

婦
人
が
ん
検
診

7
月
2
日
(
火
)

7
月

3
日
(
水
)

7
月

4
日
(
木
)

7
月

5
日
(
金
)

一
新
谷
連
絡
所

一
菅
田
連
絡
所

7
月
9
日
(
火
)

蔵
川
(
基
幹
集
落

セ
ン
タ
ー
)

7
月
刊
日
(
水
)
大
川
連
絡
所

7
月
ロ
日
(
金
)
柳
沢
連
絡
所

受
付
時
間
日
時

i
m時
加
分

検
診
料
子
宮
が
ん
検
診
7
0
0
円

乳
が
ん
検
診

2
0
0
円

叩
歳
以
上
の
女
性

対

象

者健

康

相

書火
F‘..'、

7
月
む
日

(
日
)

大
洲
中
央
病
院

宮
⑫
4
5
5
1

沢
井
耳
鼻
科
(
中
村
)

宮
⑪
2
5
1
0

大
洲
中
央
病
院

宮
⑪
4
5
5
1

沢
井
小
児
科
(
中
村
)

宮
⑪
7
5
3
0

大
洲
中
央
病
院

E
⑫
4
5
5
1
 

受
付
時
間
日
時
か
ら
で
す
。
前
も
っ

て
電
話
連
絡
を
わ
願
い
し
ま
す
。

宮
⑪
3
1
6
5

7
月
6
日

(
士
)

7
月
7
日

(
日
)

7
月
日
日

(
土
)

7 
(月
日 14
)日

水

道

業

者

漏

水

当

番

備
南
予
水
道
住
設

宮
⑫
4
5
7
7

西
田
水
道
底

告
⑫
0
2
6
5

星
加
鉄
工
所

宮
(
切

0
0
2
0

中
野
管
工
事
工
業

宮
⑫
3
7
9
2

徳
森
設
備

宮
(
匂

4
0
2
3

佐
藤
水
道
工
事
庖

宮

(
ω
4
4
1
0

丸
電
工
業
倒

告

(
ω
5
3
5
1

浜
住
設
備

宮
(
匂

4
6
4
5

相談こと案内
いずれも無料です。気軽にご

利用ください。

砂交通事故相談

と き 7月 8日 10日寺~15日寺

7月22日ク

8日は市役所3階会議室

22日(i '" 2~皆ク

砂人権相談

とき 7 月 22 日 13時~16時

ところ 肱北公民館

険法律相談

と き 7月 5日 13日寺~16日寺

ところ 社会福祉協議会事務局

砂心配ごと相談

とき 7月 1、10、25日

13日手 ~16日寺;

ところ 社会福祉協議会事務局

砂家庭児童相談

と き 毎日の執務時間中

ところ 大洲市福祉事務所

砂行政相談

と き 7月20日 9 日寺~12百寺

ところ 市役所2階会議室

急ぐ時はft@{3794 (玉木)まで

惨社会保険相談

と き 7 月 5 、 22 日 10日寺~16日寺

とごろ 大洲商工会議所

担当松山西社会保険事務所

砂栄養士による健康相談

と き 7月25日 13 f1寺 ~15日寺

ところ 大洲市保健センター

対象的歳以上の人

砂何でも相談

と き 毎日の執務時間中

ところ 大洲隣保館宮⑪6100

大洲福祉会館E⑫ 0947

砂不動産無料相談

と き 7月15日 9 日寺~16日寺

ところ 宅建協会大洲支部

フヂエダ花庖 2階、常磐田J4

おおず

とごろ

広報

7
月
7
日

(
日
)

清
水
医
院
(
志
保
町
)

E
⑫
2
0
1
7
 

大
洲
中
央
病
院
(
東
大
洲
)

告

(
ω
4
5
5
1

祖
母
井
医
院
(
中
村
)

宮
⑫
3
7
5
6

7
月
比
日
(
日
)

7
月
お
日

(
日
)献

血
の
お
知
ら
せ

次
の
よ
う
に
採
血
車
が
巡
回
し
ま
す

の
で
。
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

実
施
日
7
月
4
日
(
木
)

場

所

時

間

伊
予
銀
行
大
洲
支
庖
9
時
加
分

i
u
時

市

立

大

洲

病

院

日

時

i
M時

歯
科
相
談
(
大
洲
保
健
所
)

実

施

日

7
月
口
日
(
水

7
月
M
日
(
水

内

容

成
人
歯
科
相
談

乳
幼
児
歯
科
相
談

三
原
設
備

宮
⑫
3
7
8
3

淳
山
水
道
工
事
居

宮
⑫
2
5
8
3

い
の
水
道
工
事
庖

宮
⑫
2
2
1
6

伊
予
屋
設
備

宮

(
ω
2
5
4
1

内
田
電
気
水
道
設
備

告
(
⑪
2
8
5
8

岡
福
水
道
工
事
庖

宮

(
ω
3
6
5
6

伺
オ
ク
ダ
設
備

宮
⑪
3
6
7
4

大
塚
鉄
工
所

宮
(
匂

0
3
0
0

※
詳
し
く
は
水
道
課
ま
で

宮
⑫
2
1
1
1
内
線
3
7
5

7 
(月
土 20
~日

7 
(月
日 21
~日

7 
(月
土 27
~日

7 
(月
日 28
~日

10 

の納税

固定資産税 2期
国民健康保険税 1期

月

納期は7月31日です

..0.. 
"7 
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